




GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.8 2

ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2740

国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

　正月気分も抜け、はや２月となりました。季節的には、またまだ
寒い日が続きます。九州西部でもインフルエンザが流行ってい
るそうです。皆様方には風邪などひかれませんように、注意しな
がら日々の生活を送ってください。
　１月は、職業奉仕月間でした。如何に時代と共に奉仕の在り方が変わろうと、ロータリーの
奉仕の理念は変えてはなりません。それを認識していただけた月間であったように思えます。
皆様方のクラブでは如何でしたでしょうか。
　２月は、世界の平和月間です。身近な些細な事でも。世界平和につながるものも多いものです。
米山奨学生とのお付き合いもそうでしょうし、交換留学生や財団奨学生などもその大切な
事業の一つと考えております。それぞれのクラブで、できることから取り組んでいきたいものです。
　さて、これを執筆している１月１５日には、サンディアゴから福田エレクトの参加されてい
る国際協議会より次年度RIテーマが発表されました。それは「インスピレーションになろう」
です。私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い
変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。次期会長ラシ
ン氏は、このビジョン声明の意義を強調し、声明がめざすロータリーを実現するためにリー
ダーシップを発揮するよう皆に求めました。
 　変化を生み出そうという意欲を、クラブ会長と地区内ロータリアンの皆様方の心に芽生え
させていただきたいとのことです。もっと何かをしよう、可能性を最大限に発揮しようというや
る気を引き出し、それぞれのやり方で前進していきましようという内容です。福田エレクトが
帰国なさってから、地区の具体的な年次方針が決まることと思います。それに従って、皆で地
域社会にお役にたてるロータリー活動をして参りたいものです。

ガバナー 挨 拶
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第７グループ　ガバナー補佐

吉田　秀隆
（島原南ＲＣ）

　初めまして、ガバナー補佐に就任致しましてちょうど上半期が
過ぎました。
　この間地区グループへの新任挨拶、クラブ協議会、ガバナー
公式訪問、その間に地区委員会への出席、そして最後の締めとし
て11月に地区大会と、やっと一息ついたと云う所です。（駒井ガ
バナーの方がもっと大変だと思いますが）
　最初クラブを訪問した時は、学校で云うならばちょうど新学年が始まった時の様な感じ
で、私も緊張しておりましたが、会長・幹事を始め会員の皆様のやる気、熱気で春に新芽が
吹き出ている感じで圧倒される雰囲気でした。

　第７グループを簡単に紹介させて頂きますと、大村市と島原半島のそれぞれ３クラブずつで
計６クラブから成っております。その距離は車で移動しますと１時間半から２時間弱掛かります。
その為、３クラブ間の交流は密ですが、島原・大村間の情報としては、おもに週報が情報源
ではないかと思われます。その乏しい情報で訪問しましたら、地域によりクラブに特徴が有
り、楽しみにクラブ訪問させて頂きました。まず大村の３クラブは通常の例会はお昼ですが、
月に一回程夜の例会になっております。昼の例会ではロータリーに対して非常に真 に取
り組まれ、他のクラブへの見本になる様な立派なクラブになるのだと云う意気込みが感じら
れます。夜の例会ではお酒も出され、親睦とクラブの融和をうまく兼ねられ、息抜きされた
雰囲気の例会をされております。又、島原の３クラブは新組織表を早く取り入れ「マイロータ
リー」、「クラブセントラル」への登録をガバナーの目標値に近づけようと取組まれています。
　又、久しく途絶えていた島原、雲仙３クラブ合同例会を再開しようと３クラブ会長幹事会を
行って、12月に３クラブ合同例会が復活致しました。

　次期ガバナー補佐の選出も大村東クラブの為永氏に快諾して頂きまして、有難うございま
した。ただ、肝心なガバナーと各クラブの意志の疎通を図る私の役目がうまくいっているか
は、まだ疑問ではありますが、残された下半期を精一杯務めて行きたいと思っております。

ガバナー補佐リレー随想
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　今年度のライズリー会長のテーマは「ロータリー：変化をもたらす」であります。ロータリーが岐路に差し掛かっている
と言われる現在、我々は変革（Transform）を目指さなければなりません。
　去る11/20～11/23に開催した第46回ロータリー研究会には全国から多くのシニアリーダーの皆様にご参加を頂き盛会
裏に終了できました。研究会では「日本の心をどう世界に発信するか」を基本理念にプログラムを構成して実施しました。
幸い参加された皆様から好評を得ましたことは望外の喜びです。
　具体的には、セッション１では「日本のロータリー100周年を迎えてのもう少しの努力」（日本のロータリーのこれまでの歴
史と将来展望）、セッション２では「日本の元気なクラブ」（それぞれの規模のクラブの努力成果）、セッション３では「変化を
もたらす日本のロータリーの将来ヴィジョン」（世界と乖離しない日本のロータリーの存在意義）の研修を行いました。

国際ロータリー理事　石黒　慶一

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2018年１月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第１ゾーン担当

世界を変える行動人（People of Action）

〇公共イメージに関連するさまざまな課題に取り組むため、ロータリーは今年度、「世界を変える行動人」と題された新たな公共イメー
ジキャンペーンを開始しました。
〇ロータリーでは、地域に根付いて活動する会員達が、地元や世界に持続可能な変化をもたらす為に、行動しています。
〇公共イメージキャンペーンの目的
　１．認識と理解の間の格差を埋める
　２．「ロータリーとは何か」を定義し、ロータリーによる影響を明確に示す
　３．会員の参加、目的意識、寄付、活動を促すための土台を築く
　４．それぞれの地元にふさわしい広告をクラブが作れるようにする
〇目的を果たすための戦略
　１．People of Action（世界・地域を変える行動人）としてのロータリアンを紹介する。
　２．地域社会に課題・問題があれば、解決策と可能性を見出すロータリアンの姿を表現する。
　３．長期的な解決策をもたらすために、ロータリアン、地域社会のパートナー、専門家がビジョンを共有し、アイデアを交換する姿を示す。
〇具体的な戦術…RPICとしての提案（ロータリアン自身が広告塔です。）
　１．身近に「世界や地域を変えたロータリアン」が居て、地域へ紹介されてなければ、商工会議所ニュースや法人会広報誌等を通じ

て、地域へ紹介して下さい。
　２．地域社会の問題解決の為、ロータリアンは地域社会(ロータリー以外の団体)のパートナーやリーダーと共に積極的に意見交換し、

問題解決にご尽力下さい。
〇キャンペーンの一環として、ロータリーのブランドリソースセンターから新しい「メッセージ作成ガイド」をダウンロード出来ます。
〇このガイドには、すべてのロータリアンが一貫した方法で心に訴えるロータリーのストーリーを伝え、ロータリーへの参加を促す為の
メッセージが紹介されています。
〇ブランドリソースセンターでは、公共イメージに関するその他のリソースを利用できます。

第１ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　鈴木　秀憲

「増強についての思い」

　現在の日本ロータリーの会員数は多少の増加傾向にあるものの、40％は30人以下であると言われています。また平均年齢は60歳以上
が多く70歳以上のクラブも少なくありません。RIは地区の構成として1地区2700人75クラブ（１クラブ36人となります）が望ましいといっ
ています。会員増強の課題の1つは斎藤RI理事も仰っていましたが、30人以下のクラブの会員数をいかにして増やしていくかだと思いま
す。小人数クラブは元々活動できる会員数が少なく、またその地域での子クラブ、孫クラブ、ひ孫クラブである事が多く、これは親クラブ
に対してある意味不利になる事でしょう。
　１つの参考事例を述べてみたいと思います。昨年2570地区の坂戸さつきクラブは年初会員数18名でスタートして８名増やして増加率
44.4％としています。
１）年度会長は就任前から増強に対する強い思い、やる気があり、７月当初に会長推薦で２名入会させています。
　（常にパンフレットと入会申込書を持ち歩き、これはと思う人にはロータリーを説明して入会を勧めていた）
２）会長のリーダーシップを意気に感じてクラブ会員一丸となって積極的に勧誘を行った結果７月から11月まで５ヶ月間毎月のように入
会者を得ています。

３）退会者（パスト会長）の再入会や７月に入会した新会員による紹介で新たな入会者もありました。
　この例から分かることは、会長を始めとしてクラブ会員全員のやる気と普段からの積極的な継続的勧誘奉仕活動があれば増強は確実
に出来るという事ではないでしょうか。またクラブ戦略委員会等で目標が決まったならば、会長や増強委員長等が挫けることなく常に増
強活動を引っ張り続けていく姿勢の大切さが重要であることを示しています。増強して仲間を増やす事はロータリーの素晴らしさを広め
る事になるのです。これは正に公共イメージアップにも通じる事でしょう。
「為せば成る　為さねばならぬ　何事も　成らぬは人の　為さぬなりけり」上杉鷹山

第１ゾーン　ロータリーコーディネーター補佐　坂本　元彦
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

佐世保東南RC

岸川孝志 君
岸川石油㈱
代表取締役

諫早RC

関　泰司 君
㈱関電設
代表取締役

大村北RC

菊地廣行 君
江洋工業㈲
代表取締役

小城RC

中原　晃 君
㈲中原設備
代表取締役

長崎出島RC

原ちなみ 君
㈱チョーハイ
代表取締役社長

大村北RC

浦田直彦 君
㈲オービス
相談役

武雄RC

鈴木滋土 君
武雄センチュリーホテル

総支配人

佐世保中央RC

宮﨑宗長 君
日本郵便㈱　佐世保塩浜郵便局

局長

大村東RC

中西賢一 君
大村湾カントリー倶楽部

支配人

佐賀大和RC

古賀伸忠 君
古賀設計
代表

11 月入会

文　庫　通　信（364号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の
資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えて
おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料については
コピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料の
ご紹介を致します。

講演より
◎「国際ロータリー会長 田中作次さんに聞こう！ロータリーとは、奉仕とは、
　  人生とは（講演及び会員との質疑応答）」　田中作次　〔2017〕 11p　（D.2570地区大会報告書）
◎「地球温暖化防止の切り札は？」　牛山 泉  2017　17p　（D.2550地区大会の記念誌）
◎「世界を照らすLED」　天野 浩　2017　９p　（第45回ロータリー研究会報告書）
◎「四国で一羽の蝶々がはばたくと、世界でハリケーンが生じる～
　  情熱と意志を持って」　北川正恭　2017　10p　（D.2670地区大会記録）    
◎「安全保障と危機管理」　越野修三 〔2017〕 10p　（D.2830RYLA報告書）
◎「日露首脳会談と政局の行方」　岸井成格　〔2017〕 19p　（D.2660地区大会報告書）
◎「母子の健康」　対馬ルリ子　2017　６p　（D.2830地区大会記録誌）
◎「福井県の恐竜時代」　東 洋一　2017　４p　（D.2650地区大会記念誌）            　
◎「山形大学のナスカの地上絵研究」　山形大学研究チーム　2014　５p　（D.2800地区大会講演集）

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー
福田　俊郎 佐 世 保 北 マルチプル 﨑永　　剛 長　崎　北
緒方　信行 佐 世 保 北 功労者 山辺　忠厚 唐　津　西

ベネファクター 峯　　徳秀 佐 世 保 北

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

諸隈　正剛 多　　　久
吉岡　　励 神　　　埼
福山　和彦 神　　　埼
藤井　良介 佐 世 保 北
渡会　祐二 佐 世 保 北
小川　一貴 佐 世 保 北
小川　　寛 佐 世 保 北
近藤　竜一 佐 世 保 北
永田　武義 佐 世 保 北
林田　敏幸 長　崎　北

ポール・ハリス・フェロー 古井　俊路 多　　　久

大村RC
吉川　　豊 君
（享年 82歳）

佐世保北RC
深町　　等 君
（享年 61歳）
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2017年11月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 78.1 73 2 73 2 0 0 0 0 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 2 100.0 74 0 75 0 0 0 0 1 
小　　城 5 79.3 27 2 30 2 1 0 1 3 佐世保東 4 83.0 21 0 22 0 0 0 0 1 
牛　　津 2 65.9 32 0 31 0 0 0 0 -1 佐世保北 4 100.0 42 1 43 1 0 1 -1 1 
多　　久 4 80.9 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 4 90.2 45 1 46 1 1 0 1 1 
佐賀大和 4 77.4 26 5 28 6 1 0 1 2 佐世保東南 4 70.4 28 0 32 0 1 0 1 4 
小計 76.3 195 13 200 14 2 0 2 5 HTB佐世保 4 80.8 23 3 23 3 0 0 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 4 78.8 39 2 42 2 0 0 0 3 小計 87.4 233 5 241 5 2 1 1 8 
佐 賀 北 4 74.4 43 2 45 2 0 0 0 2 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 83.5 51 3 50 3 0 1 -1 -1 
佐 賀 南 4 90.7 41 3 42 3 0 0 0 1 島　　原 4 74.3 26 2 26 2 0 0 0 0 
神　　埼 4 84.5 41 4 40 4 0 0 0 -1 雲　　仙 3 89.5 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 3 62.5 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 5 92.3 20 1 21 1 2 0 2 1 
小計 78.2 180 12 186 12 0 0 0 6 島 原 南 4 68.0 27 1 27 1 0 0 0 0 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 77.4 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 4 75.5 43 4 43 3 1 0 1 0 
武　　雄 4 92.3 56 4 56 4 1 0 1 0 小計 80.5 186 12 186 11 3 1 2 0 
鹿　　島 4 92.4 33 4 33 4 0 0 0 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 3 78.5 73 0 75 0 1 0 1 2 
嬉　　野 4 87.2 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 71.2 74 4 72 4 0 0 0 -2 
大　　町 4 71.9 16 0 15 0 0 1 -1 -1 諫 早 西 4 91.7 43 0 44 0 0 0 0 1 
白　　石 5 60.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 88.3 32 0 32 0 0 0 0 0 
太　　良 4 90.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 97.2 16 6 18 9 0 0 0 2 
小計 81.6 179 10 179 10 1 1 0 0 小計 85.4 238 10 241 13 1 0 1 3 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 89.0 57 0 59 0 0 0 0 2 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 81.8 78 0 83 0 0 0 0 5 
伊 万 里 5 96.0 28 0 30 0 0 0 0 2 福　　江 2 87.1 33 0 34 0 0 0 0 1 
唐 津 東 3 87.0 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 5 82.5 38 3 37 2 0 0 0 -1 
唐 津 西 4 88.0 31 0 33 0 0 0 0 2 福江中央 4 92.0 20 0 21 0 0 0 0 1 
伊万里西 4 93.6 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 91.6 49 0 46 0 0 1 -1 -3 
唐津中央 3 85.2 38 4 37 3 0 1 -1 -1 長崎琴海 3 54.4 16 0 16 0 0 0 0 0 
小計 89.8 249 4 256 3 0 1 -1 7 小計 81.6 234 3 237 2 0 1 -1 3 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 5 100.0 79 0 80 0 0 0 0 1 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 90.5 85 0 86 0 0 0 0 1 
平　　戸 4 75.2 34 2 33 2 0 0 0 -1 長 崎 南 4 78.7 71 0 72 0 0 0 0 1 
佐世保西 4 86.5 24 2 26 2 0 0 0 2 長 崎 東 2 81.4 43 2 45 2 0 0 0 2 
北 松 浦 4 88.8 26 0 27 0 0 0 0 1 長崎みなと 4 86.2 25 1 25 1 0 0 0 0 
松　　浦 3 90.0 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 96.8 60 0 59 0 0 1 -1 -1 
小計 88.1 191 5 196 5 0 0 0 5 長崎出島 2 79.4 59 8 63 12 1 0 1 4 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2017年11月末までの増減です。

小計 85.5 343 11 350 15 1 1 0 7 
57クラブ合計 83.5 2,228 85 2,272 90 10 6 4 44 



国際ロータリー第2740地区　駒井英基ガバナーと行く
2018年トロント国際大会参加旅行のご案内
【トロント＋ナイアガラフォールズ６日間】添乗員同行プラン

※ 下記行程・料金等については、現在計画段階のため変更になる場合があります。

日　次 月日（曜） 地　名 現地時刻 交通機関 スケジュール 食　事

1 ６/22
（金）

福　岡　発
仁　川　着

21:05
22:35

KE0782 空路、仁川へ
着後、空港周辺ホテルへ

＜仁川泊＞

朝：－
昼：－
夕：機内

2 ６/23
（土）

仁　川　発
トロント着

9:35
9:40

KE0073
専用車

トロントへ  
到着後、観光  

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

3 ６/24
（日）

トロント 専用車 午前：トロント国際大会開会式　参加
午後：トロント市内観光

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

4 ６/25
（月）

トロント
ナイアガラフォールズ

午前 専用車 トロント発ナイアガラへ（約１時間30 分）
ナイアガラ観光・遊覧船など
ナイアガラライトアップディナー
＜ナイアガラフォールズ泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

5 ６/26
（火）

ナイアガラフォールズ
トロント発

午前
12:40

専用車
KE0074

集合後、空港へ
空路、仁川へ

＜機中泊＞

朝：〇
昼：機内

6 ６/27
（水）

仁　川　着
仁　川　発
福　岡　着

15:10
18:35
19:55

KE0781 仁川乗継、福岡へ
通関後は自由解散

朝：機内

夕：機内

基本旅行代金（航空機：エコノミークラス利用　　ホテル：２名１室利用）
　トロント・ナイアガラフォールズ６日間　　お一人様　480,000円（予定）

※10名以上の場合
　　　　　　　　　　2018年（平成30年）６月22日（金）～６月27日（水）
　　　　　　　　　・ビジネスクラス利用追加料金　370,000円（満席）
　　　　　　　　　・シングルルーム追加料金　　　 68,000円
　　　　　　　　　・燃料サーチャージ・空港税　　  22,500円（1/12現在、日々変動）
□国際大会登録料　第２期（３月31日〆切） 420US$
□利用予定ホテル　 ＜トロント＞　シェラトン ゲートウェイホテル イン トロント インターナショナル エアポート
　　　　　　　　   ＜ナイアガラ フォールズ＞　クラウンプラザ ナイアガラフォールズ フォールズビュー

（eTA渡航認証登録費用、海外旅行傷害保険、その他個人消費費用含まず）




